
ムーミン谷の地図から読み取るムーミン谷の地形 ほっしー 

地形学の講義を受けている時、ムーミンでは地域のことに関する描写が含まれていると

の話を聞き興味を持った。そのため、『たのしいムーミン一家』に載せられている巻頭口絵

や本文中の記載を基に、自然環境の特徴と地図の特徴に関して考察してみる。  

 『たのしいムーミン一家』の巻頭口絵にはムーミン谷の地図がある。この地図は、斜め上

から見た鳥観図でムーミン谷周辺の地形・生物・構造物が記された主題図でもある。方角は

一般的な地図と同じで上が北、下が南、右が東、左が西である。道はムーミンやしきから見

て北東にあるおきびし山への道と、北北西の帆前船がおいてある砂浜への道がある。 

また、徒歩や船を使用するムーミン達の生活圏の地図なため、そこまで広域の地図ではな

い。今回は、建物の大きさや動物の大きさが正確ではない気がするため縮尺は気にしないこ

とにする。ムーミンやしきは冬になると「一つの大きな雪だるまみたいなもの」（ヤンソン、

p11）になるため、季節は冬でないことも分かる。  

 この地図の地形について見てみると、谷地形の川の両側に雪の積もる高くて急な山があ

る。この山は頂上が尖っていることから、氷河地形の一つであるホーンだと考える。帽子が

山頂にある山の中腹の雲は形から見て積雲である。小倉によると、積雲は高度が 0.6km か

ら 6km またはそれ以上で発生する雲である。そのため、山は標高 600m 以上だと推測でき

る。 

帽子が山頂に載っている山も見ると山の中腹で川ができており、大きな谷川と合流する

手前で二つに分かれている。これは中州という砂州の一種であり、地質調査総合センターに

よると砂礫の堆積でできる地形で砂礫の供給が減ることで中州に植物が生える。つまりこ

の川は元々砂礫が堆積しやすく緩やかで、堆積した場所の高さの上昇や水量等の変化で川

が二つに分かれて残された砂州に植物が生えたと考えられる。例として、下の図の日本にあ

る中州の写真を挙げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地理院地図 写真  

福岡県福岡市中洲  

（2020 年 10 月撮影版を  

切り抜き） 



加えて、帽子のある山は中腹で木が無くなり森林限界が分かる。森林限界は、嶋田ほかに

よると、亜高山帯の上限のことでこれより標高が高い場所は低温・強風・乾燥で森林ができ

ない場所となる。他の植生は、おきびし山より奥が針葉樹林帯である。おきびし山の手前は、

ヤシの木のような木や広葉樹林がある。つまりおきびし山の手前と奥では気象や地形の条

件が変化する。 

 また、谷には大きな川が流れており、ムーミンやしきとおきびし山を繋ぐ橋のある場所か

ら東側は蛇行していることから平坦になっていることが分かる。そして、その先には砂州が

ある。砂州ができるのは、砂礫に対する浸食・運搬作用より堆積作用が強い場所なため、傾

斜が緩やかなことが分かる。  

 西には、潮の流れのある海があり、小さな砂浜は上記で述べた帆前船のある船着き場があ

る。海に面した場所はこの砂浜以外は海岸崖となっている。海食崖は「海岸線が浸食してで

きた崖」（p28、帝国書院）のことを指す。地図の北西の端にあるニョロニョロの島について

は、今回は触れないこととする。   

また、西南西にあるほらあなも海に削られてできたものだと考えられる。『たのしいムー

ミン一家』の P72 と p73 にほらあなに関する記述があり、このほらあなには「砂」がある

ことが分かる。砂が洞窟にあるということは、風か水によって運ばれて堆積したことになる。

ほらあなは海の方向に穴を開けているため、風ではなく海流によって砂が運ばれ、波による

浸食作用でほらあな自体も削られていたと考えられる。 

また、海食洞は波の影響を受ける場所で形成されるが、地図を見ると山の中腹にある。

JAXA によると北欧では氷河時代に分厚い氷河に覆われていたがその後の氷河の後退で土

地が隆起したという。そのため、この地域も隆起したことを示しているといえる。 

 以上のことより、ムーミン谷の地図からムーミン谷では氷河地形と海岸地形と河川の地

形があり、変化に富んだ地域である。この地域の地形は、北欧で見られる地形と類似してい

る。地図自体の特徴としては、物語を分かりやすくするための主題図であり斜めの角度から

投射した地図で建造物は大きめに書いてあるといえる。 
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